小学生における各学年の体力が最高学年時に与える影響
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研究目的
近年，子どもの体力や身体活動量の低下が問題になっている1）。先行研究2）より，子どもの頃の運動経験は持ち越され，その後の体力レベルや身体活動状況を左右するトラッキングの可能性が指摘されている。つまり，子どもの頃に体力を高めることは，大人になった時も高い体力を維持することや，生涯にわたって健康な体を保持することに繋がる。ここでの子どもはおおよそ中学校期指している。中学校期の体力には小学校期の体力が影響していると考えられるが，その関係性については情報が乏しい3，4）。
そこで本研究では，小学生を対象にして各学年の体力が最高学年である6年時にどのくらい影響しているのかを明らかにする。本研究で低学年からの影響が強い体力要因を見つけることができたとすれば，早い段階からの介入によって運動嫌いの克服や中学校での運動部加入率の増加に役立つ可能性がある。

研究方法
1．調査対象
茨城県内の小学校6年生520人（男子265人，女子255人）
2．調査方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
文部科学省新体力テストデータを小学1年から6年まで完全に所有する児童のデータを収集した。6年生時の体力を基準にして，過去の学年の体力との関係を相関分析を用いて明らかにする。
3．調査項目
　調査項目は文部科学省新体力テスト8項目（50m走，握力，上体起こし，長座体前屈，反復横跳び，20mシャトルラン，立ち幅跳び，ソフトボール投げ）である。

現在の経過と今後の予定
　全員分のデータの収集と入力が完了している。文献，資料を読み進めながら，今後分析を行っていく。
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